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－第 6回フォトコンテスト結果発表－ 

広報情報委員会／東部ブロック事業 

 

■最優秀賞 
（南禅寺水路閣） 「雪の水路閣」

／榛原地区 山本剛士 

■優秀賞 
「住むには不便そうな」 

（ギリシャ メテオラ アギア・トリアダ修道院） 

／三島地区：森勲 

「伊予の小京都」 

（愛媛県大洲市にある臥龍山荘の臥龍院） 

／浜松地区：小笠原徳明 

「焼き物の町 益子の家」 

／浜松地区：西村久美子 

■特別賞 
（焼津市） 「花沢の里」

／浜松地区：平野克典  

「とらや工房 沼津垣と竹林に囲まれて」 

／小笠地区：村松謙一 

「自由学園明日館内観」 

／沼津地区：塩見敏弘 

「散居村」 

／三島地区：西山洋雄 

「木蝋の館」 

／浜松地区：小笠原徳明 

 

＊受賞作品は数号に分けて掲載します。 

■「焼き物の町 益子の家」：左 
益子町は、栃木県南東部に位置する芳賀郡の
町。関東平野の北に位置しており益子焼の産
地として知られる。益子焼は御家焼のひとつ

で、1852 年（嘉永五年）大塚啓三郎によっ
て始められた。 
 
■「伊予の小京都」臥龍山荘の臥龍院：右 
河内寅次郎が構想 10 年、施工 4 年の歳月を
かけて建設し、1907 年に完成をみた。臥龍

院は数寄屋造りで、各所に創意工夫がなされ
ている。桂離宮様式が色濃く現れる壱是の
間。縁に仙台松の一枚板が使用される霞月の

間。清吹の間は欄間の透かし彫りで水の流れ
を表現したおり、高い天井には屋久杉が使わ
れている。 

 

■「雪の水路閣」南禅寺水路閣：上 
このアーチ橋は、琵琶湖疏水の分線にある水路橋で 1888 年

（明治 21）完成した。設計は田辺朔郎。南禅寺境内を通過す
るため、周辺の景観に配慮して、デザインされた。全長 93.2

メートル（幅 4メートル、高 9メートル）レンガ、花崗岩造

りで市指定史跡になっている。 

 

■「住むには不便そうな」アギア・トリアダ修道院：左 
ギリシア北西部、セサリア（テッサリア）地方北端の奇岩群
の上に建設された修道院。メテオラのランドマーク的な修道
院で 1475 年ドメティオスにより創建された。至聖三者に捧

げられた修道院である。その地形及びギリシア正教の修道院
文化の価値からユネスコ世界遺産になっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Contents 
 
 
  １ 目次 
 
■特集１ 
  ２ 静岡県草薙総合運動場 新体育館 
 
■総会挨拶 
  ４ 会長挨拶   （公社）静岡県建築士会会長 佐藤博
行 

来賓祝辞        静岡県議会 議長／吉川雄二 
■連載 

５ 景観整備機構【瓦版】 第７１回 
景観整備機構 副代表 塩見寛 

■特集２ 

  ６ 第７回静岡県景観賞 
 

■平成 24 年度定時総会 

  ８ 総会議事録 
 

■連載 

 １０ しずおか木造塾 第５講座・第６講座 
しずおか木造塾委員会 清水利至委員長 

■シリーズ 

１１ ハイブリット社会を生きる 
住宅資産研究所 倉田剛     

■活動報告 

１２ ブロックとなみ大会 
本会青年企画委員 池田武史      

■コラム 
１４ コーヒーブレイク 

“ wifi“ 「東部ﾌﾞﾛｯｸ」 
“おまけ“ 「西部ﾌﾞﾛｯｸ」 

■連載 

１５ たび日記 
広報情報委員会 山口知己 

■お知らせ、編集後記 
 １６ 事務局からのお知らせ、入退会者 
    編集後記・ご意見募集 
     

■リニューアルのお知らせ 

広報情報委員会 委員長 杉山真一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃は建築静岡をご愛読頂き、ありがとうご

ざいます。前号から始まった建築静岡の合理化

に伴うリニューアル。品質を落とさずにスリム

化を目指す、なかなか難しい事ですが、より良

い形を模索中であります。会員の皆様また執筆

者の皆様等にもご迷惑をおかけするかもしれま

せんが、広報情報委員会一丸となって内容の充

実を追求していきます。少しでも会員の皆様に

建築静岡を通じて幅広い情報提供を出来たらと

考えていますので、今後とも建築静岡をどうぞ

よろしくお願いします。 

 

■表紙／ 草薙総合運動場体育館 
 

名 称 ：静岡県草薙総合運動場体育館このはなアリーナ 
用 途 ：体育館 
設計者 ：内藤廣建築設計事務所 
施 工 ：鹿島・木内・鈴与建設工事共同企業体 
建築主 ：静岡県 
構造形式：地上部―RC 造／屋根部―木造・S造 
規 模 ：13,509 ㎡ 
所在地 ：静岡県草薙総合運動場内 

建築静岡 
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  2 ／KENCHIKU SHIZUOKA 

－草薙総合運動場体育館－ 

このはなアリーナ 
設計：内藤廣建築設計事務所 
施工：鹿島・木内・鈴与建設工事共同企業体 

■このはなアリーナ 
2015 年 4 月 5日、「大相撲富士山静岡場所」をこ

けら落としに草薙総合運動場新体育館、愛称“こ

のはなアリーナ”の運用が始まった。 

公募によって命名された“このはなアリーナ”

は草薙総合運動場リニューアル事業の一環として

硬式野球場の拡張と共に、築 45 を超える旧体育館

の老朽化等に伴い 2012 年 12 月に建替え建設工事

に着手、2015 年 4 月に静岡市駿河区の静岡学園跡

地に生まれ変わった。 

■建物概要 

地下 1階から地上 2階までがＲＣ

造＋一部ＰＣ、上部構造は鉄骨構造

の上屋根部分をスギ集成材の下屋根

主構造が支える形となっている。屋

根材は上屋根が亜鉛合金板立てハゼ

葺き及び塗装アルミ亜鉛合金メッキ

鋼板、下屋根が亜鉛合金板折板葺き、

外壁及び地下壁部分はＲＣで構成さ

れる。建物周囲に盛り土をし建物 2

階部分が観客のアプローチ、一部 1

階部分が競技者アプローチとしてア

クセスを分離している。またこの盛

り土部分には賑わいの広場として利

用され運動場との一体的なつながり

を持たせている。 

上左：建物南面、上右：建物西面 
下左：内部客席、下右：客席アプローチ 

 

メインフロア 
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■閃きと創造 

いつもとは違う直観によって決まっ

た例外的なスタートだった。設計者の内

藤廣氏はこの建築について通常行う周

辺の環境や空間構成、構造等のアプロー

チから創り上げていく設計手法とは違

い、閃きのような、感覚的なものから設

計が始まったと語っている。自宅でヨー

グルトのアルミの蓋を開けている時に

閃きが、ハサミを使いモデルを作り、ス

ケッチを描き一気に基本デザインを創

造した。つたない思いつきの 3cm ほどの

かわいい模型が、三千倍あまりの 100ｍ

の巨大な建物になったと語っている。 

■求められる機能 

新体育館は新たなスポーツ振興拠点として、県民の日常的な競技施設と

して、東海地震に対しても十分な耐震性を持たせた防災拠点として役割を

与えられている。82ｍ×46ｍのバスケットコート四面分を確保できる広い

メインフロア、隣接して建設された 34ｍ×21ｍ分のサブフロア、2,700 席

の観客席に下部に器具庫を設け十分な空間を確保している。また静岡県構

造指針の地域、用途係数を満足させた国内最大級の大型木造建築となって

いる。 

■構造－極限の精度 

主要構造である木造部分は静岡県産のスギ集成材を使

用している。日本三大人口美林と呼ばれている天竜杉で

樹齢 50～60 年の物を使用、十分に自然乾燥されたラミナ

材を張り合せ集成材を製作した。長さ 14.0ｍ、幅 36cm、

奥行 60cm の 256 本の柱は、それぞれに角度を変えながら

周囲を一周し独特のフォルムを作り出した。その柱は垂

直荷重を受け持ち、柱の背面に控える鉄骨ブレースが水

平力を受け持つ。鉄骨トラスの上屋根からの荷重は上屋

根周囲を一周する鉄骨製コンプレッションリングにて集

成柱と接続し伝達される。スギ集成柱は木造であるが故、

施工誤差による荷重のバラツキを最小限に抑える必要が

ある、その為に天候や温度による鉄骨の熱収縮、コンク

リートの乾燥収縮、木材の縮み等を想定し計算、さらに

その施工精度も 280ｍの鉄骨リングに対し誤差数ミリと

いう高精度なものとなった。集成柱とブレースをかいし

た力は柱下部のＲＣリングへと固定され軸力応力の総て

を支える。このリングは下部構造と上部屋根構造を切り

離し、免震装置の受けの働きもしている。免震装置によ

り上部の鉄骨及び木造での大空間がはじめて可能となる

為、ＲＣリングの働きは非常に重要なものとなっている。

また、ＲＣリングによって下部で発生した火炎が上部集

成材への延焼する防止材の役割も持っている。2階と屋根

部分が免震の位置となる為に 2階開口（外壁）は片持ち

構造となっていて地震時には屋根部分が独立して動く事

となる。 

左：サブフロア外部、右：サブフロア内部 

上左：集成柱、上中：ＲＣ柱、上右：免震装置 
下：旧体育館と新体育館 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定時総会 会長挨拶・来賓祝辞
    公益社団法人 静岡県建築士会 平成27年度定時総会 

  4 ／KENCHIKU SHIZUOKA 

 

会長挨拶 
 

 

公益社団法人 

静岡県建築士会 

会長／佐藤博行 

 

来賓祝辞 
 

 

 

静岡県議会 

議長／吉川雄二 

会員の皆様には、本日はお忙しいところ総

会に御出席いただき誠にありがとうございま

す。 

吉川静岡県議会議長を始めとする御来賓の

皆様には、御公務御多忙の折、御臨席を賜り

ましたことを心より御礼申し上げます。 

移ろいゆく紫陽花の花の色を楽しむ季節と

なりましたが、思い起こせば昨年の総会で会

長として選任され、新執行体制のもと早１年

が経過いたしました。 

日々の会務運営に携わり、建築士及び建築

士会を巡る諸々の状況変化に対応しつつ、あ

っという間の１年であったことは、紛れもな

い事実であり、まさに東奔西走の毎日という

感でありました。 

皆様御承知のとおり、わが静岡県建築士会

は昭和２６年に設立され、今日まで六十数年

という長い歴史と伝統を誇る資格者団体とし

て、行政と共に戦後の復興期から高度経済成

長期を経て現在に至るまで、建築を通じわが

国経済の発展と国民生活の安心・安全を支え

てまいりました。 

しかし、時の流れというものは留まること

なく変遷しており、各法人に変革を求めるべ

く国の主導により公益法人制度改革が進めら

れました。 

これに対応し本建築士会は、平成２４年４

月に公益社団法人へと移行し、地域に貢献で

きる建築士会、社会が必要とする建築士会へ

と新たなステージを迎えた訳でございます。 

ここに至る諸先輩方の御努力と会員の皆様

の御尽力に思いを馳せ、この輝かしい歴史と

伝統を汚さぬよう、微力ではありますが、さ

らに一歩でも二歩でも前進できるよう努めて

まいりました。 

しかるに会員の減少や行政受託事業の減少

など本建築士会を巡るここ数年来の財政的変

化は大変厳しいものがあり、従前の思考体系

では、クリアできない状況となっております。 

現在、本建築士会の大きな収入財源の一つ

となっております「わが家の専門家診断事業」

も平成２７年度を持って終了することが県か

ら伝えられており、あらためて組織を含めた

体制の在り方について見直しを迫られている

状況にあります。 

私は、会長就任後、財務検討委員会、ブロ

ック調整委員会、公益法人委員会の三つの会

長特命委員会を設置し、この状況変化に対応

すべく短期・長期の視点から将来の建築士会

について、ブロック、地区の活性化に繋がる

全体構想の見直しを行うよう指示しており、

現在、協議を重ねているところであります。 

このような中でも、私達建築士はプロのス

ペシャリスト集団として「希望とプライドを

持てる建築士会」を目指し、自己研鑽に励む

と共に切磋琢磨し合い、その技術と能力を十

分に発揮して、地域と共に生き、地域に密着

した活動を通じ、直接、間接的に社会に貢献

しなければならないと考えております。 

会員自らが熱き心を持って、会員相互のた

め、建築士会のため、社会のために尽力でき

るよう、引き続き会員増強策を推進すると共

に、建築士会の一層の体力強化に努めてまい

りますので、会員の皆様には改めて御支援御

協力のほど、宜しくお願いいたします。 

 

静岡県建築士会平成２７年度通常総会の御

盛会を、県議会を代表いたしまして、お喜び

申し上げます。 

 皆様には日頃から、住まいをはじめとした

あらゆる建築物の快適性や安全性に大きな影

響を与える、建築士の資質と技術力の向上に、

多大な御貢献をいただいておりますことに、

深い敬意と感謝の意を表します。  

住まいは住む人の人生そのものであり、か

つ大切な財産です。建築士御自身が有する知

識、技能やこれまでの経験を駆使して様々な

条件をクリアしながら、多様化するニーズに

も的確に応えつつ、依頼主が描く理想のイメ

ージを実際の形にするためには、常日頃の研

究はもとより、技術を高めたり、感性を磨い

たり、たゆまぬ御努力を重ねられていること

と思います。 

 また、皆様のもう一つの大きな使命である

地域貢献活動につきましても、災害に強く、

人と環境にやさしいまちづくりや、人口減

少・超高齢社会という待ったなしの構造的な

課題に対して、行政や地域住民による地域再

生のプロジェクトに建築のプロフェッショナ

ルの立場で参加され、様々な成果をあげられ

ているところです。 

 歴史や文化、人々の暮らし方も含めた地域

性を尊重しつつ、住民自らが自らの将来を見

据えて取り組むこうしたまちづくりは、必ず

や活力のある未来の扉を開くものと考えてお

ります。  

私ども県議会といたしましても、皆様の活

動を引き続き支援してまいりますので、皆様

にも、県民の信頼に応える確かな技術力と高

い倫理観をもって、一層の御活躍をいただき

ますようお願い申し上げます。  

結びに、静岡県建築士会のますますの御発

展と、会員の皆様の御健勝、御多幸を祈念い

たします。 
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第７回 静岡県景観賞 
－第 7回（平成 26 年度）景観賞の受賞地区－ 

■大社の杜 みしま 
■プラサ ヴェルデ 
■森ボラが進める伊豆高原の竹林整備と地域交流 
■静岡ガス本社ビル 
■伊豆のパッチ状里山林の風景－歴史的な椎茸の森－ 

■源頼朝ゆかりの社として有名な「三嶋大社」。その目の前にある
「大社の杜みしま」は、敷地面積約 710平方メートル、路地裏的な
横丁形式で、3～4.5坪程度の小さな飲食店などが軒を連ねるユニー
クな商業施設です。 

東海道の宿場町として栄え、人・モノ・文化の通り道だった三島
宿。「大社の杜みしま」では、当時起こった様々な興味深いことや
新しいこと、そして、旅人をもてなす人々の活気に学び、「ユニー
クで楽しさのある元気なショップと様々なコミュニティ活動が繰
り広げられる場所」をコンセプトに、コミュニティ型成長プロジェ
クトを展開しています。 

■大社の杜みしま 
最優秀賞：静岡県知事賞 

部門：まちなみ部門 所在地：三島市 

■プラサヴェルデ ふじのくに千本松フォーラム 
優秀賞：美しいしずおか景観推進協議会賞 

部門：公共施設部門 所在地：沼津市 
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■「ふじのくに千本松フォーラム（愛称：プラサヴェルデ）」は、
静岡県の会議場施設、沼津市の展示イベント施設及び民間のホテル
が一体となった総合コンベンション施設です。 

2014 年 7 月、県東部地域の新たな交流拠点施設として、沼津駅
北口徒歩 3分の至便の地にグランドオープンしました。 

地域で愛されてきた景勝地「千本松原」をコンセプトに、景観や
環境との調和を目指した設計となっており、千本松を抽象化したデ
ザインによる壁面緑化や、富士山を望む四季折々の花々が美しい屋
上庭園、県産花卉の花壇を設けた交流テラスなど、緑あふれる建築
となっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■森ボラが進める伊豆高原の竹林整備と地域交流 

優秀賞：美しいしずおか景観推進協議会賞 
部門：景観づくり活動部門 所在地：伊東市 

■静岡ガス本社 
優秀賞：美しいしずおか景観推進協議会賞 

部門：民間施設部門 所在地：静岡市駿河区 

■伊豆のパッチ状里山林の風景 歴史的な椎茸の森 
優秀賞：美しいしずおか景観推進協議会賞 

部門：田園・農山漁村部門 所在地：伊豆市他 

■特定非営利活動法人森のボランティアは、「樹木の適正な保全活
動による美観の保持」を目的として平成 12 年 9 月に結成され、テ
ングス病やリスの食害で病んだ桜の枝処理や、里山への侵食が著し
い竹林の整備を進めています。竹林整備では、間伐を定期的に行い、
間伐材を有効活用した竹炭作りをはじめ、竹酢液や竹炭塩などを生
産し、竹炭は土壌改良に利用している他、調湿・脱臭・防臭用とし
て市内の公共施設に寄贈しています。 

毎年、地元の小学生親子を招待して、間伐、竹割り、竹炭や焼き
パン作り体験などを企画・実践することで、自然とふれ合いながら
良好な景観づくりを通した交流を進めています。 

■敷地が面する久能街道は、古くから地域の核であった都市軸であ
り、近年道路沿いの再開発計画が進行中です。由緒あるこの道に開
かれた企業としての顔を作るため、建物足元周りにはイベント広場
を設け、ガラス張りのショールームを配置しました。広場は、静岡
駅南口エリアの新しい拠点として週末には家族連れでにぎわって
います。正面ファサードには、静岡県産ヒノキ材の無垢材を日除ル
ーバーとして活用して、地域に親しまれる温もりのある顔づくりを
しました。オフィスはダブルコラム（組柱）構造により、頑丈でフ
レキシビリティーの高い無柱空間を実現しました。さらに、制振構
造の採用により地震時の揺れを小さくし、災害後の素早い機能回復
を可能にしました。 

■伊豆半島の田方地域は、270年以上という国内最古の椎茸栽培の
歴史を持ち、その中で独特な里山景観を形成してきました。 

これは、「椎茸原木林（主にクヌギ・コナラ）」及び「スギ・ヒノ
キ林」が、パッチ状の模様を成しているもので、標高 400m以下に
約 5 千 ha 分布すると推定されます。この模様を形成する中心的な
営みが、椎茸原木林の循環利用（15～20 年周期の伐採森林再生）
です。これにより、伐採地及び様々な成長段階の林地が適度に分散
しています。また、その周辺で伏込み・収穫場として一体的に利用
される杉・檜林も合せて。全体的に多様性に富んだ森林環境をもた
らしており、広大なパッチ模様となっているのです。 
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１．開催日時 

平成 27 年 6月 3日（水）午後 3時 00 分開会 

午後 5時 30 分閉会  

２．開催場所 

静岡グランドホテル中島屋 ４階 オーキッド  

静岡市葵区紺屋町 3-10 

３．総会開会 

（１）国 歌 斉 唱  全 員（国 歌 斉 唱） 

（２）開 会 の 言 葉  飯尾清三 副会長 

（３）物 故 者 等 へ の 黙 祷 

金子弘一常務理事より過去1年間の物故者 2名の氏名が読み

上げられ、出席者全員で黙祷を捧げた。 

御殿場地区 加藤 薫様、浜松地区 宗田 静夫様 

（４）会 長 挨 拶  佐藤博行 会長 

 

 

 

 

 

 

（５）綱 領 唱 和 

青年委員 

（静岡地区 甲斐 治喜会員、静岡地区 松下 真由美会員） 

４．議  事 

（１）出席者数の報告 金子弘一常務理事より報告 

ア．正会員本人の出席者数 92 名、 

書面表決提出者数 713 名、合計 805 名 

イ．定款第 18 条第 1項の規定により正会員総数 1,321 名の 

2 分の 1を超えているため、本日の総会は成立した。 

（２）議長の選任 

定款第 16 条により、「総会の議長はその総会において出席

した正会員のうちから選出する。」となっている。選出方法

について司会者より全員に諮ったところ、「司会者一任」の

声があり、司会者から中遠地区の原田清司氏を指名し、全員

の承認を得た。 

（３）原田清司議長   就任挨拶 

（４）議事録署名人の選任 

定款第 20 条第 2 項の規定に基づく議事録署名人 2 名以上

の選任について、議長に一任していただけるか諮ったところ

「拍手」により承認された。議長は、中部ブロック静岡地区

の小野信一氏、西部ブロック浜松地区の小林正明氏の 2名を

選任した。 

（５）議案審議 原田議長 

・報告１ 平成 26 年度事業の報告について 

原田議長は、執行部に報告１の説明を求めた。 

西山常務理事から、平成 26 年度事業の報告がなされた。 

原田議長は、報告１と第１号議案については、関連があるこ

とから一括審議を指示した。 

 ・第１号議案 平成 26 年度収支決算(計算書類)の承認 

について 

原田議長は、執行部に第１号議案の説明を求めた。 

事務局長から、平成 26 年度収支決算について説明がなされ

た。 

引き続き、鈴木監事から、5月 8日に静岡県建設業会館に

おいて、鈴木監事、杉橋監事、小林監事、佐藤監事の 4名で

行った監査について、定款第 40 条の規定に基づき、平成 26

年 4月 1日から平成 27 年 3月 31 日までの平成 26 年度事業

報告、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録につい

て監査したこと、その監査の結果は、（１）事業報告は、定

款に従い、会の事業の運営状況を正しく示しているものと認

め、（２）貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は

定款に従い、会の財産及び収支の状況を正しく示しているも

のと認めるとの報告がなされた。 

原田議長は、執行部の報告１、第１号議案の説明及び監事

の監査報告について、質疑を求めた。 

倉田会員（中遠地区）から、平成 26 年度貸借対照表の特

定資産のうち地域貢献活動基金が前年度と比べ 327,334円減

少しているが、正味財産増減計算書内訳表の支払助成金は地

域貢献活動事業 1 団体 70,000 円が計上されている。金額が

一致しないようなので内訳を教えていただきたいとの質問

があった。 

事務局長から、地域貢献活動として支出しているものは、

助成金だけでなく関連する会議や旅費等の支出も含まれる

と回答があった。 

西山会員（静岡地区）から、会議の議事録は積極的にホー

ムページを活用して掲載することとしてリニューアルもし

たのであるが、財務検討委員会の活動記録が途中までしか掲

載されず、しかも過去の議事録は開催回数に置き換わって削

除されてしまった。理事会の議事録も途中までしか掲載され

ておらず、新年度の事業計画や予算も未だ掲載されていない

ことは残念に思う。ホームページの活用や情報公開に努めて

いただきたいとの発言があった。 

次に、本会委員会関係の報告は別にバナー（専用ページへ

のアイコン）を設けて掲載していくようにしたが、現在バナ

ーは出来ているのか質問があった。 

飯尾副会長から、活動報告新着情報のバナーを設けて掲載

してもらうこととしたが、事務局担当者が退職したこともあ

り掲載が遅れているが、今後は遅滞なく掲載できるように努

力しているところであるとの回答があった。 

西山会員から、ホームページに掲載されているところまで

の理事会議事録では建築五団体賀詞交歓会についての結論

が出ていないようであったが、以前参加しないと決めたにも

拘らず、ブロック事務局から会員宛のメールで建築五団体賀

詞交歓会への参加案内が送られてきた。内容的にも以前と変

わっていないようだったが、どのような主旨で参加するよう

になったのか説明されたいとの質問があった。 

佐藤会長から、建築五団体賀詞交歓会は西山前会長の時に

参加しないと決めたが、その後話し合いをしたいとの申し入

れがあった。建築士会としては機関決定により参加しないと

話をしたが、他団体が継続希望ということもあり、衣替えを

するので協議の場を設けさせてほしいとの要望があった。建

築士会としての参加はしないが、開催内容が決まれば会員周

知だけはすることとした。なお、協議については継続中とい

う認識であること。以上の回答が行われた。 

西山会員から、3 月末に事務局処務規程の勤務時間変更が

ホームページに掲載されたが、勤務時間短縮により給料を減
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らして経費削減を図るのが目的であるという理解で良いか

との質問があった。 

佐藤会長から、時間短縮による経費削減が目的であるとの

回答があった。 

原田議長は、執行部への貴重なご意見として承るが、会議

時間の制限もあることから個別の質問は直接執行部に問い

合わせていただくことを表明し、第１号議案の採決に移った。

総会の決議は、総正会員の過半数を有する正会員が出席し、

出席した正会員の議決権の過半数をもって決すると規定さ

れており、議決権の確認方法について、静岡県法務文書課に

確認済であるが、現に委任状の賛成票がすでに正会員の過半

数を上回っている場合には、各法人の判断により、総会出席

の正会員の議決を挙手又は拍手などにより行って良いこと

になっているので、第 1号議案については、委任状により承

認いただける方が 713 名と、正会員の過半数 661 名を超えて

いるため、本日出席の正会員の承認は拍手をもって行いたい

ことを説明し、承認の拍手を求めたところ、賛成多数の拍手

により、議案は承認されたと宣言した。 

 

 

 

 

 

 

・報告２ 平成 27 年度事業計画及び 

報告３ 平成 27 年度収支予算について 

原田議長は、執行部に報告２及び報告３の説明を求めた。 

岡山副会長から、平成 27 年度の事業計画について説明が

なされた。 

原田議長は、報告２と次の報告３は、関連があることから

一括して質疑を受けることとした。 

細澤理事から、平成 27 年度の収支予算について説明がな

された。 

原田議長は、報告２及び報告３について、質疑を求めた。 

青野会員（静岡地区）から、最近の空家問題を景観整備事

業として扱うことを、今後検討してほしいとの要望があった。 

岡山副会長から、来年度以降の事業計画として対応を検討

していきたいとの回答があった。 

 原田議長は、他に質疑も無いようなので報告事項は終了と

し、予定の議事がすべて終了したことを宣し、議事運営への

協力を感謝し議長職を辞した。 

金子常務理事から、原田氏へ議長を務めていただいたこと

に謝意を表し、議案の審議終了と午後 5時 10 分からの再開

が述べられ 15 分間の休憩に入った。 

 

（休憩：午後 4時 55 分～午後 5時 10 分） 

   

金子常務理事から、本日の来賓に入場をお願いした。 

（来賓入場） 

 

５.来賓紹介 

水上常務理事から、来賓（次の皆様方）の紹介がなされた。 

 

静岡県議会議長 吉川 雄二 様 

静岡県くらし・環境部長 池谷 廣 様 

静岡県くらし・環境部建築住宅局長 柳 敏幸 様  

静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課長 

 大石 武司 様 

一般社団法人静岡県建築士事務所協会会長 遠藤 正幸 様 

公益社団法人日本建築家協会東海支部静岡地域会会長 

 村松 篤 様 

一般財団法人静岡県建築住宅まちづくりセンター理事長 

 青山 巖 様 

一般社団法人静岡県設備設計協会会長 三ツ井 幹雄 様 

静岡県土地家屋調査士会会長 赤堀 一通 様 

静岡県鐵構工業協同組合理事長 松尾 浩亘 様 

特定非営利活動法人 

静岡県建築技術安心支援センター理事長 立道 幸男 様 

一般社団法人静岡県設備協会副会長 渡邉 哲朗 様 

公益社団法人静岡県宅地建物取引業協会副会長 

 櫻田 芳宏 様 

一般社団法人静岡県建設産業団体連合会専務理事及び 

一般社団法人静岡県建設業協会専務理事 西川 久男 様 

静岡県行政書士会副会長 市川 未男 様 

株式会社建通新聞社静岡支社支社長 品川 明臣 様 

公益社団静岡県建築士会法人相談役 西山 昌行 様 

公益社団静岡県建築士会法人相談役 朝比奈 清久 様 

公益社団静岡県建築士会法人相談役 原田 清司 様 

６.来賓祝辞 

静岡県議会議長 吉川 雄二 様 

静岡県くらし・環境部長 池谷 廣 様 

 

 

 

 

 

 

７.祝電披露 

 公益社団法人日本建築士会連合会会長 三井所 清典 様 

静岡県行政書士会会長 岸本 敏和 様 

８.表  彰 

静岡県知事功労者表彰の授与 

表彰伝達者 静岡県くらし・環境部長 池谷 廣 様 

受賞者   細澤 啓司 様 

 

 

 

 

 

 

９．閉会のことば 

斉藤 功 副会長 

（来賓退席） 

午後 5時 30 分閉会 

 定時総会 議事録
    公益社団法人 静岡県建築士会 平成27年度定時総会 
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－第５講座：設計－ 

2015 年 1 月 31 日(土)／静岡県産業経済会館 3階 

 

 「もう一度はじめから木造建築を考えよう」

建築家 六車誠二氏（香川） 

 

■木造建築の「形」を考える 

 歴史に残る美しい建築は、“素材”に対する理解、

理にかなった“構法”、それを活かす“表現”、この

三つがかみ合ってできています。木は「動く」が前

提に不具合が出ないデザインを考えることが重要。 

■若杉活用軸組工法 

構造材の寸法、継手、仕口を合理化し、自然乾燥

材の五寸角を手刻みで加工、１５０mm のグリット

で設計し、立面も断面も１５０mm グリットで設計。 

こうして目指すものは「懐かしい未来」。２１世

紀のプロトタイプをつくっていくことを考えるの

です。 

 

「地域と建築をつなぐ－はじまりの美術館」 

建築家 竹原義二氏（大阪） 

 

建築に大切なのは歴史感です。そして環境の中で

建築をとらえていくことも大切。これからは、地方

の建築職人さんたちがどのように生き残っていく

か考えながら、設計をしていく必要がある。 

東日本大震災で全壊した長さ 16 間もある蔵を、

美術館に改修した。損傷した部分を大工の力を借り

て、町の人と一緒に、素材と技術を活かすことがで

きた。木と木をつなぎ、地域と建築をつなぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－第６講座：環境－ 

2015 年 2 月 21 日(土)／静岡県産業経済会館 3階 

 

「断熱と省エネは分けて考える」 

住宅技術評論家 南雄三氏（東京） 

 

健康と快適に最も重大な影響を与える「断熱」を

重視したうえで、設備の高効率化、太陽光発電設備

の採用などを検討していく。「断熱」と「省エネ」

は分けて考えるべきなのです。 

 省エネ基準は「健康」を確保するための最低基準

で、ヒートショックなどを防ぐ。 

その先は、生活総合のエネルギー“一次エネルギ

ーの計算”で評価することになる。ここまでくると

「断熱」より、給湯や家電の影響が大きくなり、高

効率化を検討すればよい。最終的に目指すのは、「ゼ

ロエネ」、そして「プラスエネルギー」「ＬＣＣＭ」。 

 

 

「環境とつながる家づくり」 

建築家 前田圭介氏（広島・福山） 

 

■後山山荘の改修、そして運営 

図面起こしから完成までの 3 年間、藤井厚二の設

計を読込み、大工や左官職人の協力を得て再生し、

完成後も運営に関わる。（月１回公開） 

この建物の意味は、住宅が社会的価値を持ち、環

境と居場所の関係から導かれる豊かさにある。緩や

かに外の環境とつながり、自然に寄り添ったつくり

方にある。 建築は、人と人とをつなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 2014しずおか木造塾 
  

しずおか木造塾委員会 清水利至委員長 
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はじまりの美術館（福島） 後山山荘（広島・福山） 



高齢期に抱える持家の諸問題 

―空き家問題の反福祉性― 

 
＊ 倉田 剛

 

今夏、都内で「財産権と固定資産税に関する高齢者

の諸問題」といったテーマで学会報告する。タイトル

が堅苦しいのはその筋の専門誌に掲載する予定がある

からであり、その趣意は至って簡明である。その一つ

に、「居住している住まい（持家）」に課税される租税

（固定資産税・都市計画税）の負担については、低所

得高齢者の場合に限って、税法立法上の「応能負担原

則」に則って免除するべきと論じている。この特例は、

ハウスリッチ・キャッシュプア（持家だが現金が乏し

い）な高齢者世帯の経済的負担を軽減し、自立在宅を

叶える「居住福祉」を支援するために必要な措置であ

ると説明している。公的な老齢年金支給年齢の引上げ、

支給額の逓減、介護保険料など個人負担の逓増等々、

所得が失われた高齢者世帯の家計を圧迫するばかりの

現実がその論拠となっている。 

一般的には退職前後の頃になると、住まいを高齢期

に備えて減築したりバリアフリーなどの大規模修繕や

新しく建て替えるか、などを検討する。また空いた部

屋（階）をレンタルスペースに転じて家賃収入を確保

するプランなども検討したりする。子供と同居しない

世帯ならば、住み替えも選択肢の一つとして考える。

高齢期も自立して生活したい世帯ならば生活が便利な

別の場所に住み替えたりする。住んでいる家を売却し

て次の取得資金に充当するのが理想的な買い替え・住

み替えだが、生活が不便で転出する場所の中古住宅に

次の買い手を見付けるのは容易ではない。買い手も住

み手もないまま放置されている空き家が全国的に増え

ている。今年の２月から空き家対策措置法も施行され

ているが、空き家の所有者が抱える固定資産税負担の

問題を解決する内容ではない。 

例えば高齢者夫婦のどちらかが、あるいは二人とも

認知症になった夫婦の場合はそれまで居住していた家

で自立して生活できなくなり、非自発的に特別養護老

人施設（特養）などに入所させられてしまう。それま

で住んでいた家（持家）は空き家となり、相続人がい

なければ放置されたままである。空き家対策措置法の

対象となって解体された場合は固定資産税がそれまで

の６倍に引き戻される。現行税法下では、固定資産税

は物税であり、所有者（納税義務者）の人的条件（年

齢、担税力など）に関係なく一律的に課税されている。

要生活保護の高齢者の場合は、納税を免除されたり、

不動産担保生活資金貸付制度（リバースモーゲージ）

の利用によって持家を老齢生活資金に転換できる。 

しかし自立して生活できている高齢者の場合は、その

空き家の納税義務を免れる方法はない。 

東京の住宅価格を勤労者世帯の年収倍率で示すと、

1955年は 2,5倍、1960年は 5,1倍、そして 1986年に

は 10倍を超えた経緯がある。当時も一般的な住宅購入

額の上限は年収の３倍～５倍と言われていた（北野弘

久・1992 年）。日本の政治の矛盾は、土地や株式等に

集中的に表現されている。地価上昇は、土地及び株式

等の有価証券の所有者と非所有者との間に、驚くべき

富の格差を構造的にもたらして、そのことがまた人々

の精神生活を含む市民生活・人権に対して、さまざま

な諸問題をもたらしている（北野弘久・1992 年）。資

本主義の高度化は国民の間に貧富の格差を拡大するも

のであり、経済成長優先的な政策の下では、経済的弱

者（高齢者）の生活レベルの確保や個人の尊厳の確保

などは軽視されると懸念された結果、憲法にも福祉主

義が採られている。戦後、右肩上がりの経済成長を辿

ってきた経緯が、土地（住宅）を所有していることと

担税力（納税能力）をイコールとする資産観を確かな

ものにしてきた。今日ほど長命ではなかった当時、高

齢者が最後まで住宅を保持するケースは稀であり、多

くの世帯で子供に相続されて、老親はその納税義務か

ら解き放たれた。だから認知症を患っている高齢者が

その住んでいる家の租税負担を負うケースは極めて稀

有であったし、空き家問題なども起こらなかった。し

かし男女の平均寿命が 80歳を超えて、核家族化も並行

進行している近頃では、住んでいる家の租税負担を最

後まで負っている高齢者（老親）が増えてきている。

この場合に問題視されるのは、納税能力（担税力）を

喪失した低所得高齢者に対しても現役世代と同様に租

税負担を課している点、高齢者世帯の経済的自立を阻

む点、そして在宅療養を促進している政策と整合しな

い点であり、なによりも税法立法上の「応能負担原則」

と大きく食い違っている事態だからである。前述した

ように高齢者が自立在宅を断念して特養などに入所し

た後の持家（空き家）は、もはや住宅資産として保有

する価値効用を喪失してしまい、逆に保有するだけで

固定資産税の納税義務を負う「負の資産」に転じてし

まう。政府・自治体は、こうした高齢社会の実態を鑑

みて、速やかに応能負担原則に則った住宅税制の改正

を俎上に載せなければならない責務がある。 

 

「参考文献」 

 北野弘久『納税者基本権論の展開』三省堂、1992年。 

 
＊一級建築士・法政大学経営学博士・愛知工業大学経営情報科学博士 

住宅資産研究所・所長 NPOリバースモーゲージ推進機構・理事長 

－ハイブリッド社会に生きる－ 
倉田 剛（ＨＥＲＩ 住宅資産研究所） 
＜著書＞ 

「リバースモーゲージと住宅」日本評論社  

「少子高齢化社会のライフスタイルと住宅」ミネルバ書房 

「団塊世代とリバースモーゲージ」住宅新報社 
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－平成 26 年度ブロックとなみ大会－ 

去る、３月１４日（土）・１５日（日）に「建築士会東

海北陸ブロック会青年建築士協議会・女性建築士協議会 

平成２６年度ブロックとなみ大会」が富山県砺波市の「オ

ークス砺波平安閣」にて開催されました。 

この大会は年に一度、東海北陸ブロック７県の青年建

築士、女性建築士が集まり、各県の活動報告や、開催地

に根付く文化を確認し、交友を深めるイベントです。 

静岡県からは東・中・西部ブロックの青年企画委員総

勢３３人が参加。これは来年度静岡大会に向けて静岡県

の青年企画委員の意気込みが感じられる人数となりまし

た。 

 

【分科会】 

今回は大型バス 1台で現地へ。沼津を朝 5時に出発し 7

時間半の長い道程でしたが、無事に「オークス砺波平安

閣」に到着。受付を済ませ、「平安の間」にて開会式、青

年全体会を行った後、分科会へ。 

開会式の様子 

分科会は青年建築士協議会と女性建築士協議会に別れ、

第１分科会は「結（ゆい）」~建築士・職人・素材・歴史 

そして未来へ！~をテーマに講演会と空き家活用ワーク

ショップとなっており、砺波の歴史や特徴を学び散居村

に建つ現在空き家となっている「アズマダチ」と呼ばれ

る伝統家屋の見学と今後の活用提案。 

第２分科会は女性建築士協議会主催となり、1 日目は、

「素材から見える伝統技術と最新技術」をテーマに散居

村の伝統家屋「アズマダチ」の県指定文化財「入道家」

の見学と、この日開業した北陸新幹線に採用された曲面

ガラスの最新技術を見るため新光硝子工業(株)の見学。 

2 日目は、「時をこえ、心酔いしれる空間」~若鶴大正

蔵改修設計～をテーマに若鶴酒造の大正蔵の設計者蜂谷

先生の講演会と施設の見学となっています。 

私は第１分科会に参加。 

各県活動報告では他県の活動内容が紹介され、今回初め

てブロック大会に参加した私には各県の様々な活動内容

を知ることが出来いい経験となりました。 

活動発表の様子 

私が参加した第 1 分科会では、散居村の歴史や特徴の

講演会の後、各グループに分かれ、敷地の周囲を屋敷林

に囲まれた「アズマダチ」と呼ばれる切妻の妻を一様に

東側に向け、漆塗りの太い束と梁を格子に組み、白壁で

仕上げた妻壁と大屋根が特徴の伝統的家屋を見学しまし

た。家屋の中は「ワクノウチ」と呼ばれる広間型民家に

みられる架構構造で砺波や射水地方に多いそうです。 

見える木部はすべて漆塗りで作られ、この架構の大きさ

が家格の象徴とされたそうです。 

空き家見学の様子 

見学の後は各県ごとにグループに分かれ、空き家とな

っている散居村の活用方法を検討しました。静岡県建築

士会は 4 チームに分かれ意見を出し合い模造紙にテーマ

やコンセプト、図面を描いて作品を作りましたが、1 チー

ムのみが静岡県の代表として2日目の発表会に臨みます。
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     本会青年企画委員会 活動報告 
               本会青年企画委員 ■ 池田武史    



残念ながら私のチームは静岡県の代表には選ばれません

でした。 

静岡県からは散居村全体をモールに見立て、空き家を

林間学校、店舗、墓地として活用する提案がなされまし

た。各県様々な活用提案が出ましたが優勝したのは三重

県チームの婚活をテーマとした提案でした 

静岡県代表の発表の様子 

 

【懇親会】 

分科会を終えたあとはお楽しみの懇親会。座席もすで

に割り振られていて、他県の人達と丸テーブルを囲みな

がら楽しく会話することが出来ました。 

懇親会の様子 

懇親会では和太鼓演奏や富山湾で獲れたブリの解体シ

ョーなど盛りだくさんで時間が立つのが早く感じられま

した。 

また各県の地酒の紹介では静岡からは次回ブロック大

会開催地の修善寺のお酒を紹介しました。本わさびを擦

ってお酒に入れて配りましたが、すぐ空になってしまう

ほど人気がありました。 

発表会の後は閉会式となり、来年度の大会は静岡県の

修善寺で開催されることが発表されました。 

次回はホスト県となるのでブロック大会を成功させたい

と思います。 

来年度の大会を案内する静岡県の小倉さん 

帰りは道の駅となみで地元の特産品やお土産を購入。車

内では富山の魅力満載のお弁当を堪能し、来年の静 

岡大会に向けそれぞれの思いを語り充実した二日間の大

会を無事に終了。 

 

【総括】 

東海北陸ブロックの青年建築士との交流ができたこと

はもちろん、分科会での様々な提案など青年建築士パワ

ーを見ることができました。 

そして来年は静岡県で大会が開催されます。 

すでに実行委員会は動き出していますが、青年大会や、

各ブロックでのイベントを通じて団結力を高め、修善寺

でのブロック大会を成功させたいと思います。 

また、委員会やイベントに出てきていない青年層の会員

のみなさんもこれを機に積極的に参加して、一緒に大会

を盛り上げて欲しいと思うと共に、青年委員以外の方々

にもご協力をお願いして、レポートを終わります。 

皆さんお疲れ様でした～ 

     平成 26 年度ブロックとなみ大会 
               建築士会東海北陸ブロック 青年建築士協議会・女性建築士協議会    
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wifi 
仕事おやじ／東部ブロック 

今年の３月、久しぶりに海外に出かけてきた。場所は米国、

オレゴン州、ポートランド。用事は娘の留学準備の為の二人

旅。珍道中でもあったけど、久しぶりに経験した海外の日常

生活で興味を持ったことを書きたいと思います。 

ポートランドは全米で暮らしたい街の NO１で小さなエリ

アに公共の機関が集約され縦横無尽に公共機関（バス、電車）

が通っており、１回が 2.5 ドル、1 日券は 5.0 ドルでバスも

電車も共通して乗り放題、旅行客はチケットを買うのですが、

市民の多くはスマートフォンに電子チケットを持って利用し

ている様子でした。この電子チケットが今回一番の驚いた事

でした。パスポートもそうして持っている人も見かけたし、

電気代、電話代は当然のこと、アパートに付いていたコイン

ランドリーでさえもカード式。大概はスマートフォンにこう

したサービスに特化したアプリが沢山あり料金を補充してお

くのです。また、市内に多くある屋台村の支払いまでもスマ

ートフォンがカード読み取り機能を持ち、その場で決済です。

そんな中で「UBER（ウーバー）」と「Air BnB（エアーBア

ンド B）」という共にサンフランシスコで生まれた会員サービ

スを知りました。「UBER」とはスマホでリアルタイムにタク

シーが呼べるシステム、「Air BnB」は空き家や空き室などを

ネットにて貸し出すサービスでした。ポイントはマッチング

サービスとして、タクシーや部屋を保有せずに結果として移

動、宿泊というサービスを提供していること。無駄を省き、

シェアーし決済はスムーズ、評価はリアルタイムというスピ

ード感ある事業です。興味のある方は検索してみてください。

そこでこのベースになっているインフラが[wifi]です。米国で

は、空港、電車、公共機関、多分、少し大きなスーパーでも

ほぼすべてフリー[wifi]が完備されていました。日本でもSIM

のフリーもようやく解禁になったそうですが、このフリー

[wifi]の整備を早急に進めてほしいと願うところです。そうす

れば日本からも新しいサービスや産業も生まれてくるのでは

ないでしょうか？ 

 

COFFEE BREAK 

北陸新幹線が開業したその日に富山県へ初上陸しま

した。目的は建築士会青年企画委員会の東海北陸ブロ

ック会への出席でしたが開業と同日に富山県に訪れる

事が出来て、歴史的瞬間のその日に富山県に居たこと

はいい思い出となり、自慢も出来るかなと思いま

す。・・・と言いつつも実際には新幹線移動はせず、バ

スで地道に約 6 時間 30 分の長旅で砺波市へ上陸でし

た。 

新幹線で地元浜松から仮に東京経由でも 4 時間ほど

で砺波市の最寄駅へ到着できます。そう考えるとやは

り新幹線の開通・交通網の充実は大きいなと思います。

ただ、私はあまり公共交通機関を使いません。（環境に

良くない！？）。私は車の運転が好きで寄り道も好きな

ので、遠出をする時にはあえて高速道路は使わず名古

屋市や静岡市ぐらいまででしたら余裕で行っていまし

た。一番遠くで箱根まで高速道路を使わずに行ったこ

ともあります。理由は道中にいろんな所に寄ったり、

音楽を聴きながらの運転は良い気分転換にもなりま

す。（夏に海沿いを走るのは気持ちいいですね！）。 

しかし、新東名が開通してからはサービスエリア・

パーキングエリアが充実で、そこを目当てに高速道路

をあえて使ったり、ＰＡ・ＳＡに行きたいが為に遠出

をすることもあります。ＰＡ・ＳＡに有名な飲食店や

雑貨屋・ドックラン等あったりして今では私の中で休

憩の為ではなく目的地にもなっています。 

新幹線等の公共交通機関の駅や高速道路のＰＡ・Ｓ

Ａなど本来の目的にプラスアルファーとしてある「お

まけ（サービス）」が本来の目的の価値を高めているそ

んな気がします。 

小さなころおまけ目的で好きでもない炭酸ジュース

を買っておまけだけもらってメインのジュースを友人

に挙げていたことを思い出しました。 

おまけ 
おまけがメイン／西部ブロック 

無礼句 
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広告募集中 
 

建築静岡に広告を掲載してみませんか？ 

 

お問い合わせ先 

公益社団法人 静岡県建築士会 本会事務局 

電話：054-254-9381  ＦＡＸ：054-273-0478 

Mail: honkai@shizu-shikai.com 

                           

 

広告募集中 
 

建築静岡に広告を掲載してみませんか？ 

 

お問い合わせ先 

公益社団法人 静岡県建築士会 本会事務局 

電話：054-254-9381  ＦＡＸ：054-273-0478 

Mail: honkai@shizu-shikai.com 
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たび日記 №03 
鎌倉旅行記（神奈川県） 

広報情報委員 山口知己 

鎌倉に行ってきました。私用のついでの為、じっくり見

るのはまたの機会にと割り切って弾丸の旅となりました

がなんとか代表的な寺社仏閣を駆け足で見てきました。 

 

■鶴岡八幡宮の創建は康平 6年（1063 年）、主祭神は応神天皇、

比売神、神功皇后。国宝は古神宝類、古神宝類。重要文化財は

大鳥居、末社丸山稲荷社本殿、摂社若宮、上宮 本殿、幣殿及び

拝殿等、上宮回廊、上宮 末社武内社本殿等の建造物や他工芸品

等多数を有しており鎌倉を代表する神社です。 

■建長寺は禅宗の寺院で、臨済宗建長寺派の大本山です。山号

は巨福山。寺号は正式には建長興国禅寺です。鎌倉時代の建長 5

年（1253 年）の創建で本尊は地蔵菩薩。建長寺境内として国の

史跡に指定されています。伽藍は総門、三門、重要文化財の仏

殿と法堂と唐門、方丈、華厳塔跡、半僧坊です。国宝重要文化

財共に多数です。ちなみにけんちん汁はここが発祥です。 

■本覚寺は日蓮宗の本山（由緒寺院）であり山号は妙厳山。本

尊は釈迦三尊像。山梨県身延山の久遠寺にあった日蓮の遺骨を

分骨したため東身延とも呼ばれます。幕府の裏鬼門にあたる方

向の鎮守として建てたとされています。 

■東慶寺は臨済宗円覚寺派の寺院で山号は松岡山、寺号は東慶

総持禅寺。開基は北条貞時、開山は覚山尼。現在は円覚寺末の

男僧の寺であるが、明治に至るまでは本山のない独立した尼寺

で、特殊な格式のある寺であった。江戸時代には群馬県の満徳

寺と共に縁切寺として知られています。 

■高徳院はご存じ鎌倉の大仏様です。浄土宗の寺院。本尊は鎌

倉大仏として知られる阿弥陀如来像（国宝）。山号は大異山。詳

しくは大異山高徳院清浄泉寺といいます。 

■長谷寺は浄土宗系統の単立寺院。山号を海光山、院号を慈照

院。長谷観音と通称されています。本尊は十一面観音、開山は

僧侶の徳道とされている。坂東三十三箇所観音霊場の第四番札

所でもあります。 
上左：鶴岡八幡宮、上中：本覚寺、上右：高徳院大仏 
下左：建長寺、下中東慶寺、下右：長谷寺 

上左：建長寺、下右：鶴岡八幡宮 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築静岡  夏号 2015 Summer №653 

 
◆編集後記 
 前号から始まった建築静岡のリニューアル。全体のページ数
は２／３に抑えながら、でも内容は落とさないように試行錯誤

の夏号です。前回編集長のときも季刊誌移行の時期で少し大変
な思いをしましたが、今回もまたと言う事です。ただ新しい事
をするという事は、それはそれで楽しい事でして、構成やデザ

イン等を変化させていろいろ試してみました。また、Ｗｅｂ公
開前提の原稿で、印刷された冊子はモノクロですが、Ｗｅｂ版
は今回フルカラーにしてあります。冊子とＷｅｂの両方を見比

べてみて下さい。ただ、やや詰め込みぎみで見にくい所もある
かと思います。他にも今一な所、足らない所もあります。様々
な意見が出てくるかと思いますが、皆さんの忌憚のない意見を

聞かせて下さい。リニューアルの参考に、そして今後の建築静
岡を作るための貴重な情報とさせて頂きます。今後も建築静岡
をどうぞよろしくお願いします。 

 
            編集長：広報情報委員 山口知己 
 

◆お知らせ、その他 
取材協力・素材提供 

  ・静岡県様  

             ご協力感謝いたします。 

  

◆ご意見募集 
 静岡県建築士会広報情報委員では、広報誌「建築静岡」をよ
り有益な情報源とするためのご意見、ご提案を募集しています。
お名前、ブロック名をご記入の上、下記あてに FAX でお願いし

ます。なお、いただきましたご意見は非公開とし、個々のご意
見への直接回答は控えさせていただきます、ご了承下さい。 
 

公益社団法人 静岡県建築士会 
広報誌意見募集係 FAX 054-273-0478 
  

◆広報情報委員会 
担当理事：寺田尚稔  （東部） 

委員長 ：杉山真一  （中部） 
副委員長：内山孝   （西部） 
    ：鈴木忠   （東部） 

委  員： 
（東部） 髙岡直弘 ・ 三田芳之 
     塩見敏弘 ・ 長尾隆行 

（中部） 小沼勝也 ・ 星野浩二 
（西部） 福田光宏 ・ 志茂野昌歳 
     山口知己 ・ 山下英俊 

編集長 ：山口知己（2015Summer） 

発行所：公益社団法人静岡県建築士会 

    〒420-0857  静岡県葵区御幸町 9番地の 9 
    TEL 054-254-9381  FAX 054-273-0478 

http://www.shizu-shikai.com 

印刷所：㈲橋本印刷所 

 

会員数  H27 年 5 月 20 日現在 
■正会員   1,341   
■賛助会員   166   
■合  計  1,507  

入会者 
■正会員   ６名 

 

熱海：石渡 忠治 １級 Ｓ28 生  株式会社 石井工務店 
熱海市紅葉ガ丘町 9番 12 号 

三島：鈴木 義明 １級 Ｓ33 生  エムエス建築設計株式会社 

三島市松本 288-2 
静岡：寺尾 太  １級 Ｓ61 生  有限会社 匠工務店 

静岡市葵区有楽 4-25 

小笠：中山 亘  ２級 Ｓ51 生  Wrap Achitect Design 
掛川市大阪 1159-2 

中遠：花島 広晃 １級 Ｓ50 生  有限会社 花島建設一級建築士事務所 

周智郡森町睦実 2017-2 
浜松：永田 拓也 １級 Ｓ55 生  ナガタ建築設計事務所 

浜松市南区頭陀寺町 351-2 

 
■賛助会員  ５社 

 
沼津：(一財)静岡県建築住宅 まちづくりセンター 東部事務所  

沼津市岡一色 816 番地の 1   
静岡：特定非営利活動法人 静岡県建築安全確保支援協会 

静岡市駿河区南町 14 番 1号水の森ﾋﾞﾙ 9 階 

静岡：(一財)静岡県建築住宅 まちづくりセンター 確認審査課 
静岡市駿河区南町 14 番 1号水の森ﾋﾞﾙ 4 階 

静岡：三協立山株式会社三協アルミ社 静岡支店 

静岡市駿河区宮本町 9-35 
浜松：(一財)静岡県建築住宅 まちづくりセンター 西部事務所 

浜松市中区元城町 216 番地の 4 ﾉｰｽｽﾀｰﾋﾞﾙ浜松 3階 

 

物故者 
■正会員   １名 

 

加藤 薫 （御殿場） 

ご冥福をお祈り申し上げます。 
 

退会者 
■正会員   ２７名 

 

■賛助会員  １社 

 

春号のお詫びと訂正 

 建築静岡春号の特集、新東名高速道路の橋梁記事におきまして、一部に記事の橋梁と異なる橋の写真が掲載されていました。 

ここに訂正と関係各所の方々にご迷惑をお掛け致しました事お詫び申し上げます。 

誤掲載写真は藁科川橋で、本来の写真を下記に掲載致します。 

 

 

 

 

■藁科川橋 

左：藁科川橋全景 

中：鋼 2主板桁部分 

右：下層の一般道 

◆事務局からのお知らせ 
 
年会費の納入をお忘れの方は至急お手続きをお願いします。 

お問い合せは、本会事務局・各ブロック事務局まで。 
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－広報情報委員会・東部ブロック事業－ 

■応募期間 平成 27 年 8月 1日 より 平成 28 年 2月 25 日まで 

■選  考 平成 28 年 4月に行われる広報情報委員会会議にて選考 

■発  表 建築静岡夏号（予定）および士会ホームページにて発表。 

■応募方法 撮影者名（地区名）、住所、作品タイトルを添えて東部ブロック事務局 

まで、Eメール又は郵送にて送付して下さい。又、写真の撮影場所や 

建物の紹介文（説明文）なども併せてお送り下さい。 

東部ブロック事務局 〒410-0831 沼津市市場町 5-1 東昇ビル 3F 

TEL：055-933-8201／FAX：055-934-2202 

E－mail：toubu-b@shizu-shikai.com 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人静岡県建築士会 
定価一部 260 円、送料一部 100 円 
会員の方には購読料として会費の中に含まれています。 

建築静岡 Summer 2015         発行所 公益社団法人静岡県建築士会 
                    静岡県葵区御幸町 9番地の 9 

第 651 号 平成 27 年 7月 1発行     ＴＥＬ 054-254-9381 
昭和 33 年 12月 25 日第 3種郵便物認可  印刷所 ㈲橋本印刷所 


